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Cｄ ： 流量係数 
Cp ： 圧力係数 
CS ： 壊食初期段階の壊食質量率に対する補正係数 
CV ： 弁の容量係数 [USgal/min･psi1/2] 
DO ： 溶存酸素量 [ppm]あるいは[ppb] 
e ： 弁のど部流路の偏心率 
f ： 周波数 [Hz] 
fR ： Rice周波数 [Hz] 
G ： 常温水に対する比重 
h ： 弁すきま流路の高さ [m] 
hT ： 弁のど部の開口高さ [m] 
L ： 弁リフト（プラグ開きの長さ） [m] 
L1 ： シートリングからリム前縁までの長さ [m] 
L2 ： リム部の長さ [m] 
M ： 総壊食質量 [g]あるいは[mg] 
MS ： 壊食初期段階の臨界壊食質量 [g]あるいは[mg] 
PU ： 弁上流圧力 [Pa] 
PD ： 弁下流圧力 [Pa] 
DP ： 弁差圧 [Pa] 
PT ： 弁のど部の圧力 [Pa] 
PV ： 飽和蒸気圧力（水温 293Kでは 2337Pa） 
Q ： 流量 [m3/s]あるいは[m3/min] 
QC ： 閉弁位置の弁座漏洩流量 [m3/s] 
Qr min ： 弁の調整可能最小流量 [m3/s] 
Ra ： 中心線平均表面粗さ [mm] 
SPL ： 騒音レベル [dB]  
(ii) 
T ： 総実流時間 [h] 
TS ： 壊食初期段階の臨界時間 [h] 
Ｕm ： 接続管路内の平均流速 [ｍ/s] 
WU ： 弁のど部における運動エネルギー [W] 
a ： 振動加速度 [m/s2] 
q ： 水温 [K] 
n ： 動粘度（水温 293Kでは 1.003×10-6 Pa･s） 
r ： 密度（水温 293Kでは 998kg/m3） 
s ： キャビテーション係数 






C0 ： 渦の循環増加率係数 
CpS ： リム前縁のおける圧力係数 
D0 ： 弁入口口径 [m] 
Dp ： 弁ポート口径 [m] 
ｐ ： 圧力 [Pa] 
PC ： 渦中心の圧力 [Pa] 
Re ： レイノルズ数（ =ＵmD0 /n） 
ReL1 ： L1で定義したレイノルズ数（ =ＵT L1 /n） 
St ： ストローハル数（ = hT / tS･ＵT） 
tS ： 渦の離脱周期 [s] 
u ： 周方向流速 [ｍ/s]  
Ｕe ： 境界層外主流流速 [ｍ/s] 
ＵeT ： 弁のど部の境界層外主流流速 [ｍ/s] 
ＵS ： リム前縁での主流流速 [ｍ/s] 
ＵT , TU  ： 弁のど部の断面平均流速 [ｍ/s] 
(iii) 
ｖ ： 軸方向流速 [ｍ/s] 
WP* ： 流体の圧力が保有するエネルギー [W] 
UW * ： 断面平均流速に基づく弁のど部の運動エネルギー [W] 
WU-D* ： 弁における流体のエネルギー損失 [W] 
G ： 循環 [m2/s] 
d ： 境界層厚さ [m] 
dS ： リム前縁における境界層厚さ [m] 
d* ： 境界層排除厚さ [m] 
q ： 境界層運動量厚さ [m] 
tw ： 壁面せん断応力 
